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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
空
想
者
な
俺
の
異
世
界
記
録

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
１
１
９
Ｙ

【
作
者
名
】

　
利
瀬
 

時
夜

【
あ
ら
す
じ
】

　
『
君
は
僕
達
側
の
人
間
だ
よ
』
―
―
そ
の
言
葉
よ
り
始
ま
り
、
終
わ
っ
た
俺

の
物
語
。
オ
イ
自
称
神
様
、
何
で
こ
ん
な
規
格
外
能
力
を
俺
に
与
え
た
？
 

俺

を
ど
う
し
た
い
ん
だ
？

へ
？
 

い
や
、
二
度
と
帰
れ
な
い
の
は
解
っ
て
る
け
ど
…
…
。

し
か
し
何
で
ま
た
こ
ん
な
規
格
外
な
能
力
を
与
え
た
ん
だ
か
。

嗚
呼
、
俺
は
生
き
延
び
る
事
は
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
？

こ
ん
な
物
騒
克
危
険
な
世
界
で
…
…
。

い
や
は
や
、
最
後
に
言
い
た
い
。
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何
て
理
不
尽
な
ん
だ
ろ
う
ね
、
ホ
ン
ト
に

不
定
期
更
新
、
ス
ト
ー
リ
ー
重
視
で
す
。

時
折
生
々
し
い
性
描
写
が
登
場
し
ま
す
。
苦
手
な
方
は
即
座
に
バ
ッ
ク
ブ
ラ
ウ
ザ

※
『
死
ね
な
い
俺
の
異
世
界
記
録
』
の
並
行
世
界
で
巻
き
起
こ
る
物
語
。
時
折

す
れ
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

同
時
並
行
に
進
め
て
行
き
ま
す
。
時
折
偏
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
下

さ
い
。
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登
場
人
物
紹
介
（
随
時
更
新
）
（
前
書
き
）

は
い
、
ど
う
も
。

同
時
並
行
で
更
新
す
る
物
語
。

こ
ち
ら
は
完
全
に
主
人
公
最
強
要
素
で
す
。

そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
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登
場
人
物
紹
介
（
随
時
更
新
）

＝
登
場
人
物
＝

名
前
：
瀧
沢
志
紀
＿
Ｔ
ａ
ｋ
ｉ
ｚ
ａ
ｗ
ａ
 

Ｓ
ｈ
ｉ
ｋ
ｉ
＿

年
齢
：
１
８
歳

性
別
：
男

職
業
：
高
校
生

身
長
：
１
７
２
セ
ン
チ

体
重
：
５
４
キ
ロ

血
液
：
Ａ
Ｂ

通
称
：
『
空
想
者
』

ク
リ
エ
イ
タ
ー

容
姿
：
黒
髪
黒
眼
黒
縁
眼
鏡
の
元
陸
上
部

体
質
：
『
幼
女
体
質
』

趣
味
：
読
書
、
惰
眠
、
物
造
り
、
空
想

台
詞
：
『
俺
、
男
だ
し
…
…
、
コ
ノ
ヤ
ロ
ー
殺
し
て
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
か
？

 
嗚
呼
、
そ
う
な
ん
だ
』

能
力
：
『
空
想
具
現
化
』

デ
イ
ド
リ
ー
ム
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー

　
　
　
『
空
間
転
移
』

ス
ペ
ー
シ
ア
ル
・
メ
タ
ス
タ
イ
ズ

宝
具
：
『
零
時
時
計
』

リ
ミ
ッ
ツ
ィ
ア
ゼ
ロ
・
タ
イ
ム
リ
ー
バ
ー

　
　
　
『
主
従
関
係
』

マ
ス
タ
ー
・
ア
ン
ド
・
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ツ

　
　
　
『
情
報
認
識
』

カ
タ
グ
ラ
イ
ズ
・
イ
ン
フ
ォ
ル
テ
ィ
オ

　
　
　
『
流
星
千
剣
』

サ
ウ
ン
ジ
ド
・
ハ
イ
デ
ィ
・
ド
ラ
グ
ー
ン

神
具
：
『
許
容
許
諾
』

コ
ン
セ
イ
ト
・
ラ
イ
セ
ン
シ
ア

通
常
：
『
話
術
』

　
　
　
『
巻
き
込
ま
れ
体
質
』

性
格
：
己
よ
り
小
さ
な
子
に
好
か
れ
易
い
体
質
の
持
ち
主
な
残
念
な
高
校
生
に

し
て
語
り
部
。

　
　
　
空
想
し
た
者
を
作
れ
れ
ば
（
材
料
が
あ
れ
ば
）
作
っ
て
し
ま
う
と
言
う

一
種
の
天
才
。
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極
度
の
ド
Ｓ
で
変
態
克
鬼
畜
。
し
か
し
、
自
分
の
大
切
な
物
、
大
事
な

存
在
は
命
に
変
え
て
も
護
ろ
う
と
す
る
。

　
　
　
馬
鹿
克
阿
呆
だ
が
、
実
際
優
し
過
ぎ
て
温
過
ぎ
て
い
る
。

　
　
　
女
顔
な
事
と
身
長
が
小
さ
い
事
が
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
言
わ
れ
る
と
キ

レ
る
。

　
　
　
神
よ
り
受
け
渡
さ
れ
た
能
力
で
宝
具
と
神
具
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
為
に
、

神
に
『
神
に
な
ら
な
い
か
？
』
と
言
わ
れ
た
存
在
で
も
あ
る
。

名
前
：
エ
リ
シ
ア
＝
エ
ル
ク
ク
ー
ル

年
齢
：
１
６
歳

性
別
：
女
性

職
業
：
無
職

通
称
：
『
エ
リ
ー
』

種
族
：
『
人
間
』

ヒ
ュ
ニ
ム

容
姿
：
淡
い
銀
混
じ
り
の
桃
色
の
長
い
髪
に
桃
色
の
瞳

魔
法
：
『
氷
結
零
度
』

フ
リ
ジ
ス
タ
・
イ
ー
シ
ニ
ス

　
　
　
『
疾
風
乱
舞
』

ヴ
ィ
ア
ン
ト
・
ダ
ン
シ
ー
マ

性
格
：
村
を
救
っ
て
欲
し
い
の
願
い
か
ら
召
喚
さ
れ
た
志
紀
の
メ
イ
ド
と
な
る

存
在
。

　
　
　
志
紀
＝
変
態
と
認
識
し
て
お
り
、
何
れ
志
紀
と
呼
ぶ
。

ロ
リ
コ
ン

　
　
　
氷
、
風
系
統
魔
法
を
扱
い
、
志
紀
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
り
居
な
か
っ

た
り
。

　
　
　
想
い
と
は
真
逆
の
行
動
が
生
ま
れ
、
口
よ
り
も
手
が
先
に
出
て
し
ま
う

ら
し
い
。

　
　
　
嫉
妬
深
く
ヤ
キ
モ
チ
焼
き
な
が
ら
甘
え
ん
坊
克
本
当
は
寂
し
が
り
だ
っ

た
り
。

名
前
：
神
様

年
齢
：
不
明

性
別
：
男
性
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職
業
：
創
造
神

通
称
：
『
み
ー
く
ん
』

容
姿
：
淡
い
青
色
の
長
い
髪
に
藍
色
の
瞳
の
持
ち
主
。

能
力
：
『
受
渡
吐
飲
』

ギ
ヴ
ァ
ン
・
ア
・
リ
ハ
ト
・
ス
キ
ニ
ッ
シ
オ

性
格
：
志
紀
に
能
力
を
授
け
与
え
、
神
様
に
な
ら
な
い
か
と
尋
ね
た
張
本
人
。

　
　
　
神
様
な
が
ら
携
帯
を
つ
か
い
こ
な
し
、
優
し
い
為
馬
鹿
に
さ
れ
易
い
。

　
　
　
自
称
『
最
強
』
克
『
優
秀
』
。

　
　
　
志
紀
唯
一
の
情
報
提
供
者
。

名
前
：
ヒ
エ
ナ
＝
エ
ー
ゲ
ル
ア
ジ
ャ
ン
ス
タ

年
齢
：
１
４
歳

性
別
：
女
性

職
業
：
学
生

種
族
：
『
獣
人
』

ア
ニ
シ
ア

通
称
：
『
ヒ
ナ
』

魔
法
：
『
自
然
干
渉
』

イ
ン
テ
ル
フ
ィ
ア
・
ナ
テ
ィ
エ
リ
ア

　
　
　
『
召
喚
』

コ
ー
ル
・
ア
・
サ
モ
ン

性
格
：
若
干
若
手
な
が
ら
天
才
的
召
喚
師
。

　
　
　
１
４
歳
で
幼
女
な
が
ら
そ
の
腕
は
最
強
に
位
置
す
る
。

　
　
　
獣
人
族
で
、
一
度
志
紀
と
戦
っ
た
が
歯
も
立
た
ず
敗
北
す
る
。

　
　
　
１
４
歳
の
誕
生
日
の
時
に
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
、
人
生
を
棒
に
振
り
掛

け
た
所
を
志
紀
に
助
け
ら
れ
る
事
か
ら
始
ま
る
。

名
前
：
ザ
イ
ツ
＝
オ
ー
ル
リ
ア
イ
ジ
イ
ー
ス
タ
ー

年
齢
：
５
０
歳

性
別
：
男
性

職
業
：
門
番
克
庭
師

種
族
：
『
龍
人
』

デ
ィ
ー
ゴ
ン

通
称
：
『
ザ
イ
ツ
』

魔
法
：
『
特
に
無
し
』
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庭
術
：
『
三
段
本
式
』

性
別
：
志
紀
に
雇
わ
れ
た
庭
師
克
門
番
を
務
め
る
男
。

　
　
　
当
代
最
強
の
剣
士
と
し
て
有
名
だ
っ
た
が
今
で
は
老
い
ぼ
れ
の
為
誰
も

雇
っ
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。

　
　
　
未
だ
に
腕
は
衰
え
て
お
ら
ず
、
そ
の
腕
は
志
紀
す
ら
気
を
抜
け
ば
危
険

な
程
。

　
　
　
温
厚
克
人
当
た
り
良
い
人
物
で
、
武
器
の
製
造
も
可
能
。

名
前
：
イ
デ
ア
＝
リ
ン
ス
カ
ッ
ト
フ
ォ
ル
ド

年
齢
：
１
７
歳

性
別
：
女
性

職
業
：
剣
士

通
称
：
『
リ
ン
』

種
族
：
『
人
間
』

容
姿
：
ク
リ
ー
ム
色
の
金
髪
で
藍
色
の
瞳
を
持
っ
て
い
る

魔
法
：
『
特
に
無
し
』

剣
術
：
『
帝
国
流
剣
術
』

　
　
　
『
我
流
連
式
剣
術
』

性
格
：
直
情
型
馬
鹿
。
志
紀
に
弟
子
に
し
て
く
れ
る
様
に
頼
む
が
悉
く
断
ら
れ

て
い
る
存
在
。

　
　
　
案
外
泣
き
脆
く
、
脆
弱
。
剣
術
一
式
を
使
用
す
る
も
、
何
度
も
敗
北
の

苦
渋
を
味
わ
っ
て
い
る
。

　
　
　
リ
ン
ス
カ
ッ
ト
フ
ォ
ル
ド
家
と
呼
ば
れ
る
『
伯
爵
家
』
の
跡
取
り
娘
だ

っ
た
ら
し
い
が
、
現
在
逃
亡
中
。

　
　
　
Ｍ
体
質
持
ち
な
の
か
ど
う
な
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
志
紀
に
罵
倒
さ
れ

る
と
頬
を
染
め
る
一
面
が
見
ら
れ
る
。
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用
語
紹
介
（
随
時
更
新
）

さ
て
さ
て
、
そ
れ
で
は
舞
台
説
明
に
参
り
ま
し
ょ
う
。

＝
フ
ィ
ア
デ
ィ
ル
フ
ィ
ア
＝

通
称
『
伝
説
発
祥
の
地
』
と
呼
ば
れ
る
世
界
。

形
が
歪
で
、
大
陸
全
部
を
歩
い
て
渡
っ
た
場
合
、
３
０
年
掛
か
る
と
言
う
。

魔
力
が
主
力
の
世
界
で
、
魔
力
が
無
く
な
れ
ば
電
気
も
水
道
も
火
も
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
は
全
て
停
止
す
る
。

＝
サ
ス
ペ
ア
ス
タ
ン
ツ
＝

志
紀
の
召
喚
さ
れ
た
村
の
存
在
す
る
西
方
大
陸
。

北
が
寒
く
、
南
が
暖
か
い
と
言
う
日
本
に
似
た
大
陸
で
も
あ
る
。

軍
事
国
家
が
一
番
集
中
し
て
お
り
、
覇
権
争
い
も
激
し
い
が
、
現
在
は
沈
静
化

し
て
い
る
ら
し
い
。

＝
軍
神
戦
争
加
入
禁
止
法
＝

ル
シ
ア
・
ニ
ア
・
ア
キ
ス
パ
ス
テ
ィ
ア

?
軍
神
?
と
呼
ば
れ
る
国
家
を
護
る
軍
の
神
を
戦
争
に
加
入
さ
せ
て
は
な
ら
な

ル
シ
ア

い
と
言
う
法
律
。

国
家
同
士
で
決
定
し
て
お
り
、
軍
神
も
ま
た
そ
の
命
に
従
い
黙
っ
て
い
る
。

軍
神
は
寿
命
が
来
る
と
誰
か
に
受
け
継
が
せ
、
そ
の
能
力
を
持
た
せ
、
国
家
を

護
ら
せ
る
為
に
、
国
家
が
機
器
に
な
れ
ば
動
い
て
し
ま
う
癖
が
あ
る
ら
し
い
。

＝
マ
ス
ケ
ル
デ
ィ
ア
帝
国
＝

フ
ィ
ア
デ
ィ
ル
フ
ィ
ア
東
区
に
位
置
す
る
場
所
に
存
在
す
る
軍
事
国
家
。

覇
権
を
狙
っ
て
お
り
、
帝
政
制
度
を
持
つ
。

エ
リ
シ
ア
の
村
を
領
土
開
発
の
為
に
破
壊
し
て
い
る
国
家
で
も
あ
る
。

大
陸
支
配
と
世
界
侵
略
を
試
み
て
い
る
ら
し
い
。

リ
ジ
ア
＝
ピ
ー
ク
＝
マ
ス
ケ
ル
デ
ィ
ア
王
女
を
君
主
と
し
て
い
る
暴
君
国
家
で
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も
あ
る
。

＝
ケ
フ
ァ
ニ
ス
テ
ィ
ア
王
国
＝

マ
ス
ケ
ル
デ
ィ
ア
帝
国
の
隣
国
家
で
、
絶
え
間
な
い
戦
争
を
行
っ
て
い
る
国
家

で
も
あ
る
。

物
資
供
給
を
諸
国
家
か
ら
受
け
て
お
り
、
現
在
停
戦
中
。

近
く
に
川
が
有
る
為
、
水
産
業
が
栄
え
て
い
る
。

ケ
フ
ァ
ニ
ス
テ
ィ
ア
騎
士
団
と
言
え
ば
『
屈
強
』
と
言
う
事
で
有
名
。

＝
カ
イ
ス
ク
ラ
ッ
ド
王
国
＝

ケ
フ
ァ
ニ
ス
テ
ィ
ア
、
マ
ス
ケ
ル
デ
ィ
ア
に
隣
国
す
る
軍
事
国
家
。

同
じ
く
覇
権
を
狙
っ
て
お
り
、
独
壇
場
で
の
侵
略
作
戦
や
、
領
土
開
拓
せ
ず
と

も
領
土
を
増
や
す
方
法
等
、
策
士
な
方
法
を
考
え
て
い
る
。

軍
事
兵
器
生
産
で
は
国
家
の
中
で
も
上
位
に
位
置
し
、
魔
力
を
込
め
た
弾
丸
を

装
填
す
る
魔
銃
を
作
り
出
し
た
原
点
で
も
あ
る
。

物
資
補
充
、
休
憩
場
所
の
拠
点
と
し
て
現
在
諸
国
家
と
同
盟
を
結
ん
で
い
る
模

様
。

＝
メ
ス
エ
イ
ス
王
国
＝

マ
ス
ケ
ル
デ
ィ
ア
帝
国
と
現
在
冷
戦
中
に
あ
る
国
家
。

北
部
地
方
へ
の
侵
略
を
目
指
し
、
軍
事
力
を
付
け
て
い
る
。

大
き
な
湖
と
、
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
る
為
魔
物
侵
入
も
恐
れ
ら
れ
て
い
る
が
、

結
界
の
影
響
で
侵
入
は
封
じ
ら
れ
て
い
る
。

森
林
産
業
、
水
産
業
に
栄
え
て
い
る
が
、
裏
市
場
で
は
薬
品
や
、
奴
隷
等
が
売

ら
れ
て
い
る
。

＝
エ
ル
ク
リ
エ
ン
タ
皇
国
＝

?
魔
障
壁
?
と
呼
ば
れ
る
結
界
を
纏
っ
て
お
り
、
戦
争
で
は
負
け
無
し
と
呼
ば

マ
ジ
ェ
ニ
ウ
ォ
ー
ル

れ
る
南
部
地
方
を
完
全
統
一
し
た
軍
事
国
家
。

覇
権
争
い
の
中
で
は
確
実
候
補
と
し
て
見
ら
れ
て
お
り
、
兵
器
の
数
、
兵
士
の
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数
、
武
器
数
で
は
マ
ス
ケ
ル
デ
ィ
ア
に
並
ぶ
と
言
う
。

フ
ィ
ア
ナ
＝
テ
ィ
マ
＝
エ
ル
ク
リ
エ
ン
タ
王
女
を
君
主
と
し
た
マ
ス
ケ
ル
デ
ィ

ア
同
様
の
女
系
暴
君
国
家
。

し
か
し
暴
君
と
は
言
え
、
其
処
ま
で
激
し
く
は
無
く
、
戦
略
も
考
え
、
必
ず
全

大
陸
支
配
を
狙
う
。

＝
エ
ル
ピ
ー
ウ
半
島
＝

魔
物
の
大
量
の
発
生
す
る
地
帯
で
あ
り
、
無
法
地
帯
。

都
市
と
言
う
都
市
は
全
て
魔
物
の
影
響
で
没
落
し
て
い
る
。

此
処
を
志
紀
は
領
地
と
し
た
。

＝
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
ッ
ク
港
町
＝

腕
っ
節
の
集
ま
る
港
町
で
あ
り
、
普
段
は
漁
業
を
主
力
に
活
動
し
て
い
る
。

解
放
軍
と
し
て
有
名
で
、
騎
士
に
も
負
け
ぬ
力
を
持
つ
者
も
居
る
と
言
う
。

元
々
が
海
賊
と
言
う
者
が
多
く
、
船
乗
り
な
ら
負
け
な
い
と
言
う
。

港
町
で
は
主
力
は
海
賊
と
山
賊
の
為
、
盗
ま
れ
て
も
文
句
は
言
え
な
い
ら
し
い
。

＝
魔
力
＝

フ
ィ
ア
デ
ィ
ル
フ
ィ
ア
の
動
力
源
と
も
言
わ
れ
る
力
。

詠
唱
に
よ
る
発
動
を
可
能
と
し
、
そ
れ
を
魔
法
と
呼
ぶ
。

ス
ペ
ル

自
然
界
へ
の
干
渉
に
よ
っ
て
召
喚
や
英
霊
に
よ
る
冥
府
召
喚
を
可
能
と
す
る
。

＝
詠
唱
＝

ス
ペ
ル

長
け
れ
ば
長
い
程
強
力
な
文
章
。

実
質
こ
の
世
界
に
は
幾
千
と
言
う
詠
唱
と
魔
法
が
溢
れ
て
い
る
た
め
、
完
全
暗

紀
は
不
可
能
だ
と
言
う
。

＝
能
力
＝

ア
ピ
リ
テ
ィ
ア

魔
法
と
は
違
っ
た
独
自
の
業
と
も
呼
べ
る
力
。

志
紀
の
は
こ
れ
に
当
た
る
。



11

＝
解
放
軍
＝

奴
隷
や
民
主
差
別
、
人
種
差
別
貧
困
差
別
を
受
け
て
い
る
者
の
解
放
を
願
っ
て

作
ら
れ
た
軍
事
組
織
。

最
大
４
名
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
出
陣
す
る
。
船
で
の
移
動
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

理
由
と
し
て
は
船
に
打
ち
込
ま
れ
れ
ば
沈
ん
で
終
わ
り
だ
か
ら
だ
そ
う
だ
。

＝
魔
銃
＝

魔
力
を
弾
丸
代
わ
り
に
装
填
し
て
放
つ
事
を
可
能
と
し
た
物
。

一
発
目
は
模
擬
弾
で
、
当
た
っ
て
も
ペ
イ
ン
ト
さ
れ
る
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

戦
争
よ
り
対
魔
物
の
時
に
有
効
で
、
魔
銃
部
隊
は
魔
物
討
伐
時
、
必
ず
編
成
さ

れ
る
。

＝
紅
十
字
＝

ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・
ク
ロ
ス

解
放
軍
の
中
で
も
ト
ッ
プ
の
人
間
の
集
ま
る
軍
隊
。

武
器
は
そ
れ
ぞ
れ
で
違
い
、
魔
法
の
威
力
も
相
当
な
物
。

頭
首
は
?
メ
イ
リ
オ
＝
ジ
ェ
ス
タ
＝
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
?
と
呼
ば
れ
る
悪
魔
族
の

少
女
。

少
女
で
も
一
撃
で
軍
隊
を
葬
る
事
を
可
能
と
す
る
力
の
持
ち
主
。

＝
黒
夜
鉄
＝

ア
シ
ェ
ハ
ト
・
ア
ハ
テ
ィ
オ

殺
人
集
団
。

奴
隷
を
買
い
取
り
、
壊
し
て
か
ら
魔
物
の
餌
に
す
る
と
言
う
非
道
的
行
為
を
行

う
未
だ
に
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
集
団
。

頭
首
は
?
バ
テ
ィ
マ
＝
ル
ロ
イ
ド
ギ
エ
ー
シ
ュ
?
と
呼
ば
れ
る
貴
族
の
お
坊
ち

ゃ
ま
。
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第
零
話
 

召
喚
は
チ
ー
ト
と
共
に
（
前
書
き
）

さ
て
さ
て
、
第
零
話
更
新
。

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

今
回
の
物
語
は
完
全
に
カ
ッ
と
な
っ
て
書
い
た
物
で
し
て
ね
…
…
。

温
か
い
目
で
見
て
や
っ
て
下
さ
い
。

で
は
ど
う
ぞ
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第
零
話
 

召
喚
は
チ
ー
ト
と
共
に

「
取
り
敢
え
ず
手
っ
取
り
早
く
レ
ッ
ス
ン
ワ
ン
だ
ね
。
今
か
ら
君
を
救
援
信
号

を
送
っ
て
来
た
村
に
飛
ば
す
か
ら
、
僕
の
上
げ
た
能
力
使
っ
て
救
っ
て
お
い
で

？
」

　
こ
の
言
葉
よ
り
始
ま
り
、

　
こ
の
言
葉
で
終
わ
っ
た
、

　
俺
の
理
不
尽
な
物
語
。

　
唐
突
過
ぎ
た
な
…
…
。

　
ん
、
じ
ゃ
あ
少
し
時
間
を
遡
ろ
う
か
…
…
？

さ
か
の
ぼ

　
そ
う
、
あ
れ
は
…
…
数
十
分
前
の
事
。

　
◆
◇

　
俺
は
高
校
生
だ
。

　
誰
が
何
と
言
お
う
と
、
何
処
に
で
も
居
る
、
普
通
で
健
全
な
男
子
高
校
生
だ
。

　
特
に
目
立
っ
て
良
い
所
も
無
い
し
、
悪
い
所
も
無
い
。

　
強
い
て
上
げ
る
の
な
ら
ば
、
カ
ラ
オ
ケ
が
上
手
い
程
度
。

　
自
分
で
言
う
の
も
何
だ
が
、
こ
れ
で
も
最
高
得
点
は
９
８
な
の
だ
。

　
自
慢
し
て
良
い
の
か
、
し
ち
ゃ
悪
い
の
か
分
か
ら
な
い
良
い
所
だ
。

　
そ
も
そ
も
良
い
悪
い
を
決
め
付
け
て
は
い
け
な
い
ん
だ
と
俺
は
思
―
―
。

「
現
実
逃
避
は
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
し
て
く
れ
る
か
な
？
」

　
現
実
逃
避
と
は
失
礼
な
。

　
俺
は
倫
理
学
的
に
良
い
悪
い
に
つ
い
て
を
こ
れ
を
読
ん
で
く
れ
て
い
る
読
者
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諸
君
に
伝
え
よ
う
と
―
―
。

「
メ
メ
タ
ァ
な
発
言
は
止
め
て
。
取
り
敢
え
ず
戻
っ
て
お
い
で
、
逃
げ
続
け
ら

れ
る
と
話
し
終
わ
っ
ち
ゃ
う
」

　
あ
、
は
い
、
ス
イ
マ
セ
ン
。

　
尺
が
短
い
ん
で
す
ね
、
分
か
り
ま
す
っ
て
こ
れ
も
メ
タ
い
な
。

　
状
況
を
整
理
し
よ
う
。

　
現
在
俺
は
自
室
に
備
え
ら
れ
て
い
る
ベ
ッ
ド
に
寝
転
び
、
ふ
わ
ふ
わ
と
浮
い

て
い
る
。

　
一
種
の
無
重
力
状
態
っ
て
言
う
奴
だ
。

　
何
で
こ
う
な
っ
た
の
か
、
と
言
う
と
目
の
前
で
コ
ホ
ン
と
わ
ざ
と
ら
し
く
咳

を
し
た
自
称
神
様
の
せ
い
。

「
自
称
は
余
計
。
―
―
ふ
ぅ
…
…
、
で
ね
、
今
か
ら
君
を
異
世
界
に
送
り
ま
す
」

　
ま
あ
自
称
神
様
の
言
う
事
は
ス
ル
ー
し
て
、
っ
て
出
来
る
か
！
！

　
ま
た
俺
現
実
逃
避
す
る
よ
？
！

　
と
ま
ぁ
、
小
物
臭
の
す
る
発
言
は
置
い
て
お
い
て
、
聞
い
て
み
よ
う
。

「
先
生
質
問
」

「
何
で
し
ょ
う
？
」

「
何
で
送
ら
れ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
で
す
か
」

　
返
答
に
よ
っ
て
は
不
貞
寝
し
て
や
る
。

「
助
け
を
求
め
ら
れ
た
か
ら
だ
よ
」

「
…
…
誰
か
ら
？
」
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「
異
世
界
の
村
か
ら
。
救
難
信
号
さ
」

　
既
に
布
団
を
手
に
持
っ
て
い
た
が
、
俺
は
そ
の
布
団
を
置
い
て
更
に
詰
め
寄

っ
て
尋
ね
た
。

「
そ
の
救
難
信
号
っ
て
…
…
、
ア
ン
タ
等
神
様
が
受
け
て
救
っ
ち
ゃ
ダ
メ
な
の

か
？
」

「
僕
達
は
世
界
を
創
っ
て
、
生
を
与
え
る
だ
け
の
存
在
だ
か
ら
ね
。
手
出
し
は

出
来
な
い
」

　
手
出
し
無
用
…
…
、
成
程
ね
…
…
、
笑
え
な
い
冗
談
だ
。

「
じ
ゃ
あ
も
う
一
つ
聞
く
ぞ
、
俺
じ
ゃ
な
き
ゃ
駄
目
な
の
か
？
」

　
別
に
俺
じ
ゃ
あ
な
く
て
も
良
い
の
な
ら
俺
よ
り
も
っ
と
主
人
公
ら
し
い
奴
で

も
連
れ
て
行
っ
て
や
っ
て
く
れ
。

　
そ
の
方
が
こ
の
物
語
も
味
が
出
る
。
メ
タ
い
？
 

知
る
か
。

　
し
か
し
、
返
っ
て
来
た
返
答
に
俺
は
驚
い
た
。

「
君
じ
ゃ
な
き
ゃ
駄
目
だ
ね
。
既
に
僕
達
神
界
本
部
は
君
の
存
在
を
こ
の
世
か

ら
無
か
っ
た
事
に
し
て
る
し
」

「
何
て
事
を
し
て
く
れ
ち
ゃ
っ
て
る
ん
で
す
か
ね
オ
イ
こ
ら
コ
ノ
ヤ
ロ
ー
！
！

！
！
」

　
こ
れ
は
酷
い
。
理
不
尽
過
ぎ
る
ぞ
。

　
て
か
既
に
無
か
っ
た
事
に
っ
て
、
じ
ゃ
あ
俺
も
う
無
き
存
在
じ
ゃ
ん
…
…
。

　
う
わ
、
何
か
色
々
と
痛
い
し
辛
い
わ
…
…
。



16

「
ま
ぁ
ま
ぁ
、
で
も
ね
、
君
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
僕
達
側
な
ん
だ
よ
？
」

「
は
？
 

ど
う
言
う
意
味
？
」

　
自
称
側
っ
て
？
 

痛
い
子
っ
て
事
？
 

う
わ
何
そ
れ
怖
い
。

「
殴
る
よ
？
」

「
ス
イ
マ
セ
ン
」

　
即
座
に
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
土
下
座
。

　
怖
い
、
怖
い
よ
こ
の
自
称
神
様
。

「
自
称
は
余
計
だ
っ
て
ば
。
ま
ぁ
君
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
神
様
側
の
人
間
だ

っ
て
事
。
だ
っ
て
異
世
界
に
行
け
ば
多
分
君
、
英
雄
に
な
れ
る
よ
？
」

「
…
…
マ
ジ
？
」

「
マ
ジ
。
で
も
一
つ
言
う
け
ど
一
度
行
っ
た
ら
帰
っ
て
来
れ
な
い
よ
？
」

「
嘘
…
…
、
じ
ゃ
あ
行
っ
た
ら
行
き
っ
放
し
っ
て
事
か
よ
？
」

「
そ
ゆ
事
だ
ね
、
で
も
向
こ
う
の
世
界
じ
ゃ
あ
歳
の
取
り
方
が
違
う
か
ら
こ
の

世
界
よ
り
長
生
き
出
来
る
よ
」

「
そ
う
言
う
問
題
じ
ゃ
あ
ね
ぇ
ん
だ
が
…
…
、
ま
ぁ
詳
し
い
話
は
後
で
聞
こ
う
」

　
仕
方
無
い
…
…
、
俺
じ
ゃ
な
き
ゃ
駄
目
な
ん
だ
っ
て
さ
、
召
喚
さ
れ
る
の
。

　
ま
ぁ
既
に
存
在
無
き
こ
の
世
界
で
生
き
て
い
て
も
意
味
無
い
し
、
な
ら
召
喚
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さ
れ
て
暴
れ
て
来
ま
し
ょ
う
よ
。

「
行
っ
て
、
く
れ
る
か
い
？
」

「
嗚
呼
、
ど
う
せ
こ
の
世
界
に
居
て
も
い
つ
か
お
祓
い
さ
れ
て
終
わ
り
そ
う
だ

し
」

「
良
か
っ
た
…
…
、
嗚
呼
、
因
み
に
情
報
が
欲
し
け
れ
ば
携
帯
の
神
様
っ
て
奴

に
電
話
掛
け
て
よ
ね
」

「
案
外
便
利
だ
っ
た
！
？
」

「
そ
そ
、
便
利
な
の
。
で
、
君
の
能
力
何
だ
け
ど
ね
、
こ
れ
だ
よ
―
―
」

　
こ
く
こ
く
と
頷
い
て
か
ら
自
称
神
様
は
俺
に
歩
み
寄
っ
て
来
て
か
ら
、
肩
に

触
れ
て
発
光
。

　
同
時
に
何
か
が
入
り
込
む
様
な
感
触
を
覚
え
た
俺
は
背
筋
を
震
わ
せ
て
「
何

を
入
れ
た
？
」
と
尋
ね
た
。

「
能
力
さ
。
君
の
能
力
は
因
み
に
?
空
想
具
現
化
?
と
?
空
間
転
移
?
」

デ
イ
ド
リ
ー
ム
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー

ス
ペ
ー
シ
ア
ル
・
メ
タ
ス
タ
イ
ズ

「
何
そ
の
厨
二
要
素
満
点
な
能
力
は
」

「
ま
あ
聞
い
て
よ
。
空
想
具
現
化
は
望
む
物
、
望
む
能
力
、
望
む
武
器
全
て
を

具
現
化
す
る
事
は
出
来
る
。

　
空
間
移
動
は
某
東
方
ス
キ
マ
妖
怪
の
あ
の
移
動
を
考
え
て
く
れ
れ
ば
良
い
さ
」

「
完
全
チ
ー
ト
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
！
 

規
格
外
規
格
外
！
！
」

「
ま
ぁ
規
格
外
で
範
疇
外
だ
け
ど
、
こ
れ
位
な
い
と
君
じ
ゃ
あ
直
ぐ
に
終
わ
っ
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ち
ゃ
い
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
」

「
う
っ
…
…
、
そ
れ
を
言
わ
な
い
で
欲
し
い
な
」

　
つ
ま
り
ヘ
タ
レ
っ
て
事
だ
ろ
う
よ
…
…
、
遠
回
し
に
傷
付
け
る
な
よ
な
、
辛

い
か
ら
。

「
さ
て
、
準
備
は
完
了
。
取
り
敢
え
ず
手
っ
取
り
早
く
レ
ッ
ス
ン
ワ
ン
だ
ね
。

今
か
ら
君
を
救
援
信
号
を
送
っ
て
来
た
村
に
飛
ば
す
か
ら
、
僕
の
上
げ
た
能
力

使
っ
て
救
っ
て
お
い
で
？
」

　「
へ
？
 

で
、
で
も
ど
う
や
っ
て
行
け
ば
？
」

「
こ
う
や
っ
て
だ
よ
」

「
…
…
Ｗ
ｈ
ａ
ｔ
？
」

　
刹
那
、
俺
の
足
元
に
今
ま
で
あ
っ
た
硬
い
感
触
が
突
然
無
く
な
っ
た
。

　
深
淵
に
近
い
闇
が
俺
の
下
に
は
広
が
り
、
轟
々
唸
り
を
上
げ
て
い
る
。

「
ち
ょ
、
ま
―
―
！
！
」

「
ア
デ
ィ
オ
ス
☆
」

「
っ
ざ
っ
け
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
ド
畜
生
！
！
！
！
」

　
こ
う
し
て
、
俺
の
日
常
は
呆
気
無
く
、
音
を
立
て
る
事
す
ら
許
さ
れ
ず
ぶ
ち

壊
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

空想者な俺の異世界記録
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